
沼 津 市

明治史書館■信
2007.4.25(季 刊 年 4回発行)V01.23 No.1 通巻第89号

折井正和

(折井昭思郎氏提供)

松平信敏

(折井昭思郎氏提供)

沼
津
兵
学
校
の
出
身
者
で
後
に
裁
判

官
に
な
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
薗
鑑

（三

等
教
授
方
）、
杉
浦
赤
城

（三
等
教
授
並
）、

伊
藤
隼

（調
馬
方
）
、
村
田
継
述

（第
九

期
資
業
生
）
、
西
川
鐵
次
郎

（附
属
小
学

校
生
徒
）
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で

紹
介
す
る
折
井
正
和
も
そ
の
よ
う
な
履

歴
を
持

つ

一
人
で
あ
る
。

折
井
正
和
は
、
旧
名
を
長
三
郎
と
い

い
、
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
三
月
に

及
第
し
た
沼
津
兵
学
校
第
五
期
資
業
生

で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
刊
行
さ
れ
た

『
沼

津
御
役
人
附
』
に
は
、
員
外
生
の
欄
に

大
門
顕
重

（辰
次
郎
）
・
細
井
均
安

（広

川
久
）
。
中
島
静

（文
次
郎
）
と
と
も
に

名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
初

は
士
官
志
望
で
は
な
か

っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
結
局
四
人
と
も
第

五
期
資
業
生
と
な

っ
た
い
き
さ

つ
は
不

明
で
あ
る
。
な
お
、
間
に
合
わ
な
か

っ

た
の
で
あ
ろ
う
、
三
年
三
月
刊
の

『
静

岡
御
役
人
附
』
の
資
業
生
欄
に
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
折
井
家
は
甲
斐
国
を
発
祥
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の
地
と
し
、
戦
国
時
代
に
は
武
田
信
玄

・

勝
頼
に
仕
え
、
同
家
滅
亡
後
に
徳
川
家

に
属
し
た
と
い
う
由
緒
を
も
つ
旗
本
で

あ
る
。
上
総
国
望
陀
郡
の
二
か
村
に

一

五
〇
石
の
領
地
を
有
し
た
。
次
重
―
次

正
―
門
次
―
正
次
―
正
隆
―
興
正
―
朋

正
―
正
贅
―
伸
正
―
富
正
と
続
き
、
正

和
に
至
っ
た
。
た
だ
し
、
正
和
は
養
子

と
し
て

一
一
代
目
を
継
い
だ
人
で
あ
る
。

実
父
は
青
木
藤
次
郎

（露
心
）
と
い
っ

た
ら
し
い
。

正
和
は
、
静
岡
移
住
予
定
者
名
簿

「駿

河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
に
は
、
小
筒

組
差
図
役
頭
取
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お

り
、
陸
軍
局
の

一
員
と
し
て
沼
津
に
移

住
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
養
祖

父
に
あ
た
る
折
井
仲
正
は
明
治
元
年
に

亡
く
な
り
、
知
行
所
で
あ
る
上
総
国
望

陀
郡
田
川
村

（木
更
津
市
）
の
妙
光
院

に
葬
ら
れ
て
い
る
の
で
、　
一
家
そ
ろ
っ

て
の
移
住
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

沼
津
か
ら
上
京
し
た
後
は
、
陸
軍
省

に
文
官
と
し
て
勤
務
し
た
ら
し
い
。
以

下
の
よ
う
な
公
文
書
が
残
る
。

十
二
等
出
仕

軍
医
部
分
課
折
井
正
和

右
者
当
七
月
九
日
御
用
候

二
付
三

重
県
庁

へ
出
頭
候
様
御
達

二
付
、

同
月
廿
三
日
出
立
致
候

二
付
、
御

届
仕
置
候
処
、
其
後
同
県
江
御
採

用
二
相
成
候
哉
、
未
夕
御
達
無
之

候
間
、
此
段
相
伺
候
也

十
月
三
日
　
石
川
軍
医
監

陸
軍
卿
山
県
有
朋
殿

（防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵

「大
目

記
　
諸
局
院
伺
届
並
諸
達
書
　
十

月
水
　
陸
軍
第

一
局
」
明
治
八
年

十
月
）

陸
軍
省
十
三
等
出
仕
か
ら
司
法
省
十

四
等
出
仕
に
転
じ
、

一
〇
年

（
一
八
七

七
）
横
浜
裁
判
所
十
六
等
出
仕
と
な
る
。

一
二
年

（
一
八
七
九
）
内
務
省
七
等
属

に
転
じ
、
判
事
補
を
兼
ね
小
笠
原
島
に

赴
任
し
た
。
そ
の
後
、
長
崎
裁
判
所
判

事
補
と
な
り
、　
一
五
年

（
一
八
八
二
）

に
は
佐
賀
治
安
裁
判
所
判
事
補
長
に
就

任
し
た
。
掲
載
し
た
法
服
姿
の
写
真
は
、

松
江
始
審
裁
判
所
判
事
の
時
代
に
撮
影

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
四
四
年

（
一
九

一
一
）
八
月
二

日
、
七
二
歳
に
て
没
。
正
六
位
勲
五
等
、

戒
名
は
翠
涯
院
殿
中
道
正
和
大
居
士
、

東
京
都
文
京
区
の
菩
提
寺
に
眠
る
。

正
和
夫
人
鶴
子
の
兄
中
山
要
人

（天

保

一
四
年
生
ま
れ
、
明
治
四
〇
年
六
月

ヽァ

二
八
日
没
）
は
、
二
〇
〇
〇
石
の
旗
本

で
、
維
新
後
は
や
は
り
判
事

・
弁
護
士

と
な
り
、
沼
津
治
安
裁
判
所
に
勤
務
し

た
こ
と
も
あ

っ
た
。

正
和
の
義
兄
に
あ
た
る
松
平
信
敏

（勘

太
郎

。
大
隅
守
、
天
保
四
年

一
一
月
生

ま
れ
、
明
治
三
六
年
四
月
七
日
没
）
は
、

一
二
〇
〇
石
の
旗
本
で
、
大
坂
町
奉
行

・

勘
定
奉
行

。
大
日
付
な
ど
を
歴
任
、
静

岡
藩
で
も
少
参
事

・
藩
庁
掛
、
廃
藩
後

は
静
岡
県
典
事

。
大
蔵
省
八
等
出
仕
を

つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。

正
和
の
息
子
九
思
郎

（明
治
八
年
生

ま
れ
、
昭
和

一
〇
年
没
）
は
、
鉄
道
省

江
原
素
六
は
、
家
計
が
苦
し
か

っ
た

た
め
、
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
、
八
歳

の
時
、
伯
父
大
沢
善
吉
の
学
資
援
助
に

よ
り
ど
う
に
か
寺
子
屋
に
入
門
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
善
吉
は
幼
い
素
六
を
連

れ
師
匠
の
も
と
に
出
向
き
、　
一
切
の
手

続
き
を
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
、
素
六
が

一
五

歳
で
元
服
す
る
際
に
は
、
善
吉
が
烏
帽

子
親
を

つ
と
め
た
。

江
原
素
六

の
伯

父
　
大
沢
善
吉

に
奉
職
、
沼
津
駅
助
役
を
勤
め
て
い
た

時
期
も
あ

っ
た
。
正
和
が
長
州
征
伐
の

際
に
将
軍
家
茂
か
ら
拝
領
し
た
陣
羽
織

な
ど
が
伝
来
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
沼

津
の
大
火
で
焼
失
し
た
と
い
う
。

〈参
考
文
献
〉

折
井
家
過
去
帳

（折
井
昭
思
郎
氏
所
蔵
）
、

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三
、
筑

紫
敏
夫

「旗
本
た
ち
の
幕
末
維
新
―
上

総
国
望
陀
郡
を
中
心
に
―
」
『
袖
ヶ
浦
市

史
研
究
』
第

一
一
号
、
大
植
四
郎

『
明

治
過
去
帳
』、
『
常
寂
山
智
観
寺
誌
』
（
一

九
九
六
年
）

（樋
口
雄
彦
）

善
吉
は
、
素
六
の
父
江
原
源
吾
の
次

兄
で
あ
り
、
旗
本
小
野
家
に
生
ま
れ
た

人
だ

っ
た
。
幼
名
は
善
次
郎
と
い
っ
た

ら
し
い

（小
野
義
光
氏
所
蔵

。
天
保

一

〇
年

「覚

（小
野
鼎
之
助
親
類
書
）
」
）
。

兄
弟
の
姉

「
の
き
子
」
が

一
橋
家
に
女

中
奉
公
し
て
金
を
貯
め
、
三
〇
〇
両
の

持
参
金
を
持
た
せ
弟
を
大
沢
家
の
養
子

と
し
た
の
で
あ
る
。

『
江
原
素
六
先
生
伝
』
に
よ
れ
ば
、

ヽレ
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こ
の
大
沢
家
は
三
〇
〇
石
の
旗
本
だ

っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
同
家
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
家
系
や
履
歴
に
つ

い
て
吟
味
さ
れ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
。

ち
ょ
う
ど
江
原
素
六
が
元
服
し
た

安
政
三
年
頃

の
幕

臣

の
住
所
録

に
、

「
一
居
屋
敷
　
牛
込
御
納
戸
町
　
百
六

拾
四
坪
余
　
大
沢
善
吉
」
と
あ
る

（『内

閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
　
諸
向
地
面
取

調
書

（
三
）
』
、　
一
九
八
二
年
、
汲
古
書

院
）
。
仙
石
右
近
支
配
の
小
普
請
で
あ

っ

た
。江

戸
城
の
多
聞
櫓
に
残
さ
れ
た
幕
臣

の
履
歴
明
細
短
冊
の
中
に
は
、
善
吉
の

養
子
広
吉
の
も
の
が
あ
る
。
広
吉
は
、

元
治
元
年
　
（
一
八
六
四
）

一
二
月
二
六

日
善
吉
の
跡
を
継
ぎ
小
普
請
入
り
し
、

慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
時
点
で
二
十

歳
代
、
高
三
〇
〇
俵
を
給
さ
れ
深
川
大

和
町
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
短
冊
か
ら

は
、
当
時
善
吉
が
す
で
に
死
亡
し
て
い

た
こ
と
、
生
前
は
ず

っ
と
無
役
の
小
普

請
だ

っ
た
こ
と
も
わ
か
る

（『
江
戸
幕
臣

人
名
事
典
』
第

一
巻
、　
一
九
八
九
年
、

新
人
物
往
来
社
）
。

元
治
元
年

一
二
月
二
六
日
の
幕
府
の

人
事
記
録
に
も
、
曲
渕
安
芸
守
支
配

「善

吉
郎
」
の
養
子
大
沢
広
吉
が
家
督
相
続

Ｌ

を
許
さ
れ
た
と
あ
り

（『
近
世
庶
民
生
活

史
料
　
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
二
巻
、

一

九
九
三
年
、
三
二
書
房
）
、
短
冊
の
記
述

が
裏
付
け
ら
れ
る
。

大
沢
善
吉
が
元
治
元
年
に
亡
く
な

っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
村
田

勤
著

『
江
原
素
六
先
生
伝
』
（
一
九
三
五

年
、
三
省
堂
）
に
は
、
「先
生
は
大
沢
を

徳
と
し
て
そ
の
恩
義
を
忘
れ
ず
、
浜
松

地
方

へ
出
向
か
れ
た
と
き
は
、
同
県
下

引
佐
郡
伊
谷
村
に
あ
る
善
吉
の
墓
に
詣

で
、
そ
の
後
継
者
の
家
族
を
訪
ひ
、
謝

意
を
表
さ
れ
る
こ
と
を
常
と
し
た
」
と

い
う
記
述
が
あ
る
が
、
維
新
前
に
死
ん

だ
善
吉
の
墓
が
遠
州
に
あ
る
と
い
う
の

は
不
思
議
だ
。
大
沢
家
は
静
岡
藩
士
と

な
り
遠
州
に
移
住
し
た
可
能
性
も
あ
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。

む
し
ろ
、
引
佐
郡
井
伊
谷
村

（現
浜

松
市
）
に
縁
が
あ
る
の
は
、
素
六
に
と

っ
て
は
も
う

一
人
の
伯
父
小
野
貫

一
（正

忠

・
鼎
之
助
、　
一
八
七
七
年
没
）
の
ほ

う
で
あ
る
。
貫

一
の
子
小
野
鼎

（東

一

郎
、　
一
八
四
四
～

一
九
〇
四
）
は
、
浜

松
二
等
勤
番
組
に
属
し
井
伊
谷
に
移
住
、

長
ら
く
同
地
で
開
墾
に
従
事
し
た
の
で

あ
る
。
小
野
家
の
墓
石
は
現
在
も
同
地

に
残
る

（小
野
家
に
つ
い
て
は
小
野
義

」

光
氏
の
調
査
に
よ
る
）。
村
田
著

『
江
原

伝
』
の
記
述
は
、
大
沢
家
と
小
野
家
と

を
取
り
違
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

江
原
自
身
が
日
述
し
た
回
想
録

『
急
が

ば
廻
れ
』
（
一
九

一
八
年
、
東
亜
堂
書
房
）

で
は
、
「私
の
伯
父
に
当
る
小
野
鼎
之
助

と
云
ふ
者
が
机
を
下
男
に
担
が
せ
、
紙

に
筆
墨
な
ど
を
揃

へ
て
、
そ
の
頃
寺
小

屋

へ
納
む
る
東
脩
二
百
文
ま
で
も
揃

ヘ

て
」
く
れ
た
と
あ
り
、
就
学
の
援
助
を

し
て
く
れ
た
の
は
同
じ
伯
父
で
も
、
小

野
の
ほ
う
に
な

っ
て
い
る
。
小
野
家
は

本
高
六
〇
俵
で
、
大
沢
家
よ
り
禄
高
が

低
い
の
で
あ
る
が
。

と
こ
ろ
で
、
大
沢
家
の
家
系
に
関
し

て
は
不
明
点
が
あ
る
。
先
述
の
大
沢
広

吉
の
履
歴
短
冊
に
は
、
養
祖
父
と
し
て

「大
沢
栗
太
郎
」
（故
人
）
の
名
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
同
じ
慶
応
元
年
の
短
冊

に
は
大
沢
栗
太
郎
本
人
の
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
栗
太
郎
は
二
〇
歳
、
高

三
〇
〇
俵
で
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）

に
家
督
を
継
い
だ
と
あ
る
の
で
あ
る
。

当
然
、
二
人
の
栗
太
郎
は
別
人
で
あ
る

が
、
若
い
栗
太
郎
の
祖
父
は
権
六
、
父

は
八
之
丞
と
い
う
名
で
あ
り
、
両
者
が

ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
に
な
る
の
か
よ

く
わ
か
ら
な
い
の
だ
。

や
は
り
先
述
の
安
政
期
の
史
料
に
は
、

「
一
居
屋
敷
　
巣
鴨
御
駕
籠
町
　
三
百

坪
　
大
沢
八
之
丞
」
（『
内
閣
文
庫
所
蔵

史
籍
叢
刊
　
諸
向
地
面
取
調
書

（二
）』）

と
あ
り
、
善
吉
と
八
之
丞
の
家
が
別
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
の
、
両
家
の

関
係
は
不
明
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
本
家
と

分
家
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
大
沢
家
は
、
明
治
維
新
の

ド
サ
ク
サ
に
ま
ぎ
れ
、
領
地
が

一
万
石

未
満
だ

つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
遠
江
国

で
堀
江
藩
を
で
っ
ち
上
げ
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
、
幕
府
の
儀
式
典
礼
を
つ
か
さ

ど
っ
た
高
家

・
旗
本

（三
五
〇
〇
石
、

右
京
大
夫
を
襲
名
）
を
本
家
と
す
る
。

善
吉
の
家
は
、
二
六
〇
〇
石
を
食
ん
だ

分
家
の
、
そ
の
ま
た
分
家
で
三
〇
〇
俵

を
給
さ
れ
た
家

（帯
刀

・
八
之
丞
な
ど

を
通
称
と
す
る
）
の
、
さ
ら
な
る
分
家

で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
善
吉
の
養

子
広
吉
の
実
家
は
、
高
家
大
沢
右
京
大

夫
家
で
あ
り
、
遠
い
一
族
の
中
か
ら
養

子
を
迎
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
沢
家
の
菩
提
寺

。
天
眼
寺

（東
京

都
台
束
区
）
に
は
、
残
念
な
が
ら
善
吉

に
関
し
て
、
墓
石
も
過
去
帳
の
記
載
も

残
さ
れ
て
い
な
い
。

（樋
口
雄
彦
）
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中
村
六
三
郎
関
係
資
料

（中
村
智
善

様
）
、
福
田
重
国

・
高
島
茂
徳
関
係
資
料

（福
田
達
様
）
、
佐
々
木
次
郎
三
郎
関
係

資
料

（佐
々
木
貞
様
）
、
ゲ
ー
ト
ル

（井

口
森
男
様
）
、
大
正

・
昭
和
戦
前
期
雑
誌

な
ど

（小
俣
佳
昭
様
）

羽
山
嫁
関
係
文
書

（羽
山
賢
次
郎
様
）、

我
入
道
区
有
文
書

（我
人
道
連
合
自
治

会
様
）
、
荒
川
重
平
関
係
文
書

（荒
川
鐵

太
郎
様
）

株
式
会
社
新
人
物
往
来
社

・
『
歴
史

読
本
　
一
一〇
〇
六
年
五
月
号
　
幕
末
京

都
　
志
士
目
誌
』
。伊
庭
八
郎

（錦
絵

「競

勢
酔
虎
伝
」
）
、
佐
野
和
宏

・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

「だ
ぼ
は
ぜ
情
報
」
。
蛇
松
線
、
戦

災
市
街
地
写
真
、
同

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「野
ぶ
ど
う
」
・
沼
津
平
作
茶
屋
の
桜
花
、

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

。
「道
の
明

日

へ
」
。
江
原
素
六
旧
宅
写
真
、
横
浜
開

港
資
料
館

・
『
Ｆ

・
ベ
ア
ト
写
真
集
２
１

外
国
人
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮

っ
た
幕
末
日

本
―
』
。
大
築
尚
志
ガ
ラ
ス
板
写
真

（大

築
尚
志
関
係
文
書
）
、
株
式
会
社
講
談

社

・
『
ト
リ
ビ
ア
の
泉
～

へ
ぇ
の
本
』
第

十
五
巻

。
渡
瀬
庄
二
郎
写
真

（大
野
寛

孝
氏
提
供
）、
株
式
会
社
学
習
研
究
社

・

『
決
定
版
　
図
説
幕
末

・
成
辰

。
西
南

戦
争
』
。
江
原
素
六
写
真

（江
原
素
六
関

係
文
書
）
、
静
岡
県
立
沼
津
西
高
等
学

校

。
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
『
江
原
素
六

生
誕

一
五
〇
年
記
念
誌
』
よ
り
、
社
団

法
人
日
本
戦
災
遺
族
会

・
「戦
争
と
平
和

展
」
・
写
真

「焦
土
と
化
し
た
沼
津
市
街
」

（大
野
寛
孝
氏
寄
託
）、
静
岡
県
文
化
財

団

・
展
示
会

「銃
後
に
も
戦
争
が
あ

っ

た
」
。
戦
時
中
の
写
真
８
点
、
静
霊
奉
賛

会
沼
津
支
部

。
展
示
会

・
戦
時
中
の
写

真
２５
点
、
沼
津
西
武

。
「昭
和
四
〇
年
代

パ
ネ
ル
展
」
。
「東
名
高
速
道
路
開
通
」
「蛇

松
線
廃
止
」
パ
ネ
ル
、
沼
津
市
歴
史
民

俗
資
料
館

・
三
市
博
物
館
共
同
企
画
展

「米

・
コ
メ

。
こ
め
～
米
に
囲
ま
れ
た

暮
ら
し
～
」
・
浮
世
絵

「東
海
道
五
拾
三

次
之
内
　
沼
津

〔黄
昏
図
〕
」
等
９
点
、

大
平
地
区
連
合
自
治
会

・
通
学
合
宿
時

展
示

・
戦
時
中
の
写
真
パ
ネ
ル
２５
点
、

日
本
テ
レ
ビ
放
送
綱
株
式
会
社

・
お
も

い
ッ
き
リ
テ
レ
ビ
」
・
絵
葉
書

「
（三
津
）

し

内
浦
長
浜
海
岸
の
富
士

（其
三
）
」
、
浮

島
連
合
自
治
会

・
浮
島
校
区
文
化
祭
展

示

・
写
真
パ
ネ
ル
ー２
点
、
沼
津
市
立
第

二
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙

・

絵
葉
書

「沼
津
名
勝
」
等
３
点
、
静
岡

古
城
研
究
会

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「よ
み

が
え
る
戦
国

の
村
―
阿
野
庄
と
七
栗

田
―
」
資
料

。
「
（駿
河
地
方
図
）
」
（中

石
田
秋
元
家
文
書
）
、
愛
媛
県
美
術
館

・

企
画
展

「魚
の
す
が
た
展
」
。
川
村
清
雄

画

「イ
カ
図
」
（江
原
素
六
関
係
文
書
）
、

函
南
町
教
育
委
員
会

・
パ
ネ
ル
展
示

「親

子
で
考
え
る
平
和
」
・
戦
時
中
の
写
真
２８

点
、　
エ
ス
ビ
ー
エ
ス
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社

・
ビ
ジ
ネ

ス
ベ
ガ
別
冊

「
Ｍ

ｅ
ｇ
ｕ
ｍ
ｉ
～
富
士
山
の
意
み
を

巡
る
旅
～
」
・
浮
世
絵

「東
海
道
五
十
三

次
　
沼
津

〔人
物
東
海
道
〕
」
、
静
岡
県

文
化
政
策
室

・
朝
鮮
通
信
使
４００
周
年
記

念
事
業

。
「青
丘
傾
蓋
集
」
（本
町
間
宮

家
文
書
）
、
青
木
昇

・
『
幕
府
医
師
団
と

奥
医
師

「青
木
春
岱
」
』
。
青
木
春
岱
履

歴
文

（乙
骨
太
郎
乙
関
係
文
書
）
、
国
土

交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
富
士
砂
防
事

務
所

・
『富
士
山
周
辺
の
地
震
と
土
砂
災

害
』
・
フ
ィ
ル
ム

「小
林
村
変
地
之
図
」

「田
地
変
ジ
テ
湖
水
ト
ナ
ル
」
（原
資
料

山
崎
英
彦
氏
所
蔵
）
、
青
山
学
院
大
学
文

し

学
部
史
学
科

。
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
複

製

・
獅
子
浜
植
松
家
文
書
、
板
橋
区
立

郷
土
資
料
館

・
特
別
展

「江
戸
の
砲
術
―

砲
術
書
か
ら
見
た
そ
の
歴
史
―
」
ｏ
「
ミ

ニ
エ
ー
銃
弾
」
「胴
乱
」
「沼
津
御
役
人

附
」
等
、
三
島
市
郷
土
資
料
館

。
「二
島

と
女
性
」
。
大
正
期
女
性
雑
誌
３
点
、
沼

津
信
用
金
庫

。
第
四
回
代
戯
館
ま

つ
り

展
示

「渡
瀬
寅
次
郎
展
」
・
渡
瀬
寅
次
郎

関
係
資
料

３
月
３１
日
付
で
館
長
阿
部
直
樹
が
退

職
、
４
月
１
日
付
で
館
長
端
山
茂
樹

（前

沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
長
）
が
着
任
、

主
幹
石
川
治
夫
が
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に

異
動
、
後
任
に
主
事
大
橋
責
之

（前
都

市
計
画
部
市
街
地
整
備
課
）
が
着
任
し

ま
し
た
。

今
後
と
も
、
当
館
の
博
物
館
活
動

ヘ

の
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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